
国際第３委員会の活動国際第 委員会の活動
成長著しいアジア・オセアニア地域の特許制度の調査・研究

ジ 知財戦略に貢献すべく メ バ 名 取り組むアジアでの知財戦略に貢献すべく、メンバー４０名で取り組む

＜今年度テーマ＞

１ 中国の審査におけるサポ ト要件の調査研究１．中国の審査におけるサポート要件の調査研究

２．中国の権利行使の実態に関する調査研究

３ 中国の無効審判に実態に関する調査研究３．中国の無効審判に実態に関する調査研究

４．台湾の権利行使に関する調査研究

５ 東南アジアに先使用権に関する調査研究５．東南アジアに先使用権に関する調査研究

＜今年度の意見発信・情報交換＞

・インドネシア特許法改正についての要望書提出インドネシア特許法改正についての要望書提出

・タイPCT加盟についての質問書提出

・インド審査官との意見交換インド審査官との意見交換

・特許庁国際課との意見交換

＜現地調査＞（アジア戦略プロジェクトとの連携）＜現地調査＞（アジア戦略プ ジ クトとの連携）

これまで中国、韓国、台湾、東南アジア、インド、中東に調査団を派遣

これまでの活動成果

＜資料＞＜資料＞

・アジア・オセアニア諸国での特許取得上の留意点（改訂第３版）

・中国権利行使マニュアル

2009年
2009年

・中国における特許権取得上の留意点（改訂第２版）

・韓国における特許権取得上の留意点（改訂版）

ド お る特許 得 留意点

2008年
2008年

年・インドにおける特許取得上の留意点

・アジア諸国における特許権行使上の留意点

＜論文（知財管理）＞

2007年
2005年

＜論文（知財管理）＞

・インドにおける特許権行使上の留意点

・中国特許についての創造性（進歩性）判断についての研究

2009年
2009年中国特許に いての創造性（進歩性）判断に いての研究

・中国における現地発明の取り扱いについての実態調査

・ベトナムにおける特許取得上の留意点

2009年
2009年
2008年

・日本の実務担当者からみた中国特許改正審査指南の留意点

・インドにおける特許取得上の留意点

韓国 台湾における権利行使の現状と今後の展望

2007年
2007年
2007年・韓国・台湾における権利行使の現状と今後の展望 2007年



＜今年度活動テーマ詳細＞

１．中国の審査におけるサポート要件の調査研究
・中国特許出願の拒絶理由（クレームの記載不備）の

体的事例 分析具体的事例の分析
＜記載不備との拒絶理由を受けたときの留意点・反論案の

提案について論文投稿予定 乞うご期待！ ＞提案について論文投稿予定、乞うご期待！ ＞

２．中国の権利行使の実態に関する調査研究
・中国での権利活用アンケート
・会員企業との中国における権利活用について意見交換会実施

＜各企業に共通する ご苦労された点や留意点について＜各企業に共通する、ご苦労された点や留意点について
論文投稿予定、乞うご期待！＞

３．中国の無効審判の実態に関する調査研究
・統計データからの無効審判請求件数、審決傾向の分析
・中国での無効審判経験に関するアンケート

＜実態、留意点をまとめて論文投稿予定、
乞うご期待！＞乞うご期待！＞

４．台湾の権利行使に関する調査研究
・権利解釈
訴訟準備（警告書 鑑定機関の使用 マ キング等）・訴訟準備（警告書、鑑定機関の使用、マーキング等）

・証拠保全（仮差押、仮処分）
・本訴本訴
・知財裁判所の実態
・独禁法（公平交易法） （ライセンス契約のガイドライン）

＜これら項目に関する調査研究を論文投稿予定＜これら項目に関する調査研究を論文投稿予定、
乞うご期待！＞

５．東南アジア/オセアニアの先使用に関する調査研究
・インド、インドネシア、マレーシア、フィリピン、シンガポール、タイ、
ベトナム、オーストラリア、ニュージーランドの先使用に関する
条文解釈、判例を調査

・先使用を用いた裁判での抗弁先使用を用いた裁判での抗弁
＜各国のユニークな先使用制度について論文投稿予定、

乞うご期待！＞




